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本
紙
一
月
号
に
、
非
暴
力
の
観
点
か
ら

「
人
類
の
希
望 

マ
ン
デ
ラ
と
南
ア
フ
リ

カ
」
と
い
う
訪
問
記
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
Ｎ
Ｙ
国
連
ビ
ル
か
ら
非
暴
力
・
非
戦

と
り
わ
け
核
廃
絶
に
つ
い
て
最
近
の
動
き

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。 

 

南
ア
フ
リ
カ
が
条
約
批
准 

二
月
二
五
日
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
が
核

兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し
ま
し
た
。 

一
時
は
独
自
の
核
兵
器
開
発
を
推
し
進

め
、
そ
の
後
核
兵
器
反
対
に
転
じ
た
唯
一
の

国
が
、
核
の
な
い
世
界
に
向
け
た
重
要
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
す
。 

 

国
連
ビ
ル
に
あ
る
マ
ン
デ
ラ
氏
の
立
像 

 

     

 

条
約
は
五
〇
か
国
が
批
准
す
れ
ば
発
効

し
ま
す
。
そ
し
て
四
月
一
一
日
、
新
た
に
パ

ナ
マ
が
批
准
し
、
二
三
か
国
と
な
り
ま
し
た
。 

条
約
は
二
〇
一
七
年
七
月
七
日
、
一
二
二

か
国
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

全
核
保
有
国
と
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
下

に
あ
る
カ
ナ
ダ
や
ド
イ
ツ
な
ど
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
や
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国

な
ど
が
「
不
参
加
」
で
し
た
。
反
対
票
は
オ

ラ
ン
ダ
、
棄
権
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
け
で

し
た
。
日
本
等
が
、
反
対
で
は
な
く
会
議
に

参
加
し
な
い
と
い
う
姑
息
な
手
段
を
と
っ

た
の
は
、
全
世
界
の
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
の

声
に
圧
迫
さ
れ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
、
私
た
ち
日
本
高
齢
期

運
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
団

は
一
階
下
の
会
議
場
で
高
齢
者
人
権
条
約

制
定
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
人
権
保

障
と
平
和
・
核
廃
絶
問
題
が
表
裏
一
体
で
あ

る
こ
と
を
実
感
で
き
、
感
動
的
な
一
日
で
し

た
。
そ
し
て
、
今
日
四
月
一
七
日
も
国
連
ビ

ル
で
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
さ
ん
の
歓
迎
を

受
け
な
が
ら
、
条
約
制
定
運
動
に
取
り
組 

                             

 

 

1面  核兵器禁止条約と南アフリカ 

    非暴力・非戦の現状と展望  井上英夫 

3面  沖縄をめぐる現状と歴史    仲里尚実 

4面  辺野古新基地をめぐる運動の現状と展望 

                  瀬長和男 

 

                           

    

    

5面   歴史を刻み希望を託したＣＤ「平和の子ら」

に寄せて               西本多美子 

    核廃絶まで歌声よ、響け     金森俊朗 

6面  石川 9条おんがく隊が 5・3憲法集会のリハ

ーサル            中村昭一 

                 

    

  

6面  「核ゼロの・・・」川柳   岩原茂明 

7面  独標:平成 30年 春夏秋冬     島田洋子 

   犀川桜            小 洋             

8面  シリーズ 石川の地域点描      中西 優          

    絵手紙コーナー         阿部智美 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
、
春
爛
漫
桜
満
開
、 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

「
花
よ
り
団
子
」
と
言
い
ま

す
が
和
菓
子
に
は
五
感
で
楽
し
む
心
が
あ
る

よ
う
で
す
。
①
視
覚
＝
見
た
目
の
美
し
さ 

②

味
覚
＝
お
い
し
い 

③
感
触
＝
つ
ま
楊
枝
な
ど

か
ら
伝
わ
る
触
感 

④
触
覚
＝
舌
触
り 

⑤
臭

覚
＝
天
然
素
材
に
よ
る
ほ
の
か
な
香
り 

⑥
聴

覚
＝
煎
餅
な
ど
パ
リ
ッ
と
い
う
音
な
ど
、
和
菓

子
に
は
四
季
折
々
の
季
節
感
を
楽
し
む
こ
と

が
古
今
か
ら
あ
り
ま
す
▼
季
節
の
和
菓
子
一

例
を
見
て
み
ま
す
と
▼
一
月
～
二
月
・
鶯
餅
、

春
告
げ
鳥
と
言
わ
れ
る
ウ
グ
イ
ス
を
象
っ
た

早
春
の
菓
子
や
椿
餅
▼
三
月
～
四
月
・
桜
餅
。

関
東
は
長
命
寺
（
ク
レ
ー
プ
風
、
関
西
は
道
明

寺
粉
に
分
か
れ
る
が
金
沢
は
両
方
が
あ
り
ま

す
。
彼
岸
の
ぼ
た
も
ち
▼
五
月
・
柏
餅
や
ち
ま

き
▼
六
月
・
水
饅
頭
＝
く
ず
餅
、
く
ず
切
▼
七

月
～
八
月
・
水
羊
羹
。
元
は
料
理
菓
子
と
し
て

冬
に
食
し
て
い
ま
し
た
▼
九
月
～
一
〇
月
・
月

見
団
子
、
彼
岸
の
お
は
ぎ
、
栗
饅
頭
▼
一
一
月

～
一
二
月
・
亥
の
子
餅
、
餅
無
病
息
災
、
子
孫

繁
栄
の
意
味
が
あ
る
も
の
や
栗
蒸
羊
羹
な
ど

で
す
▼
菓
子
ど
こ
ろ
金
沢
に
は
昔
か
ら
伝
わ

る
も
の
に
加
え
、
職
人
が
創
作
さ
れ
た
季
節
感

豊
か
な
銘
菓
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
「
暖
か
い

お
茶
を
お
供
に
季
節
の
移
ろ
い
と
、
心
を
豊
か

に
し
た
い
も
の
」
▼
そ
ん
な
こ
と
を
想
い
な
が

ら
犀
川
縁
の
桜
並
木
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。 

(

平
） 
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兵
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禁
止
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南
ア
フ
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非
暴
力
・
非
戦
の
現
状
と
展
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井
上
英
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① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 

核兵器禁止条約の調印は 70か国、批准は 23か国（4月 11日現在） 

花
鳥
風
月 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E4%BF%9D%E6%9C%89%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E3%81%AE%E5%82%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%93%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%93%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%93%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB
http://hikakuishikawa.com/
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ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
条
約
の
推
進
に
は
核

兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

の
貢
献
が
大
き
く
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

核
兵
器
の
廃
絶 

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
の
教
訓 

前
文
で
は
被
爆
者
（
核
兵
器
使
用
と
核
実

験
）
の
容
認
し
が
た
い
苦
難
と
損
害
に
留
意

し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
「
核
兵
器
の

開
発
、
実
験
、
製
造
、
備
蓄
、
移
譲
、
使
用

及
び
威
嚇
と
し
て
の
使
用
の
禁
止
な
ら
び

に
そ
の
廃
絶
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
全
面
的
な

核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原

発
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
別
の
機
会
に

議
論
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

ズ
マ
前
南
ア
フ
リ
カ
大
統
領
は
、
二
〇
一

七
年
九
月
の
核
兵
器
禁
止
条
約
署
名
式
に

お
い
て
、
大
量
破
壊
兵
器
に
安
全
な
使
用
法

な
ど
な
い
と
い
う
確
信
に
基
づ
い
て
、
核
兵

器
を
世
界
、
そ
し
て
人
類
か
ら
な
く
す
た
め
、

す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
て
、
条
約
批
准
を

声
高
に
訴
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
発
言
を
大

統
領
が
で
き
る
の
も
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
廃

止
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
廃
棄
を
自
主
的
に

成
し
遂
げ
た
初
め
て
の
国
だ
か
ら
で
す
。 

 
 

南
ア
フ
リ
カ
は
、
一
九
七
三
年
に
正
式

に
核
兵
器
計
画
を
始
め
、
一
九
八
二
年
頃
、

最
初
の
核
爆
発
装
置
を
製
造
し
ま
す
。
一
九

八
九
年
、
こ
の
時
点
で
五
五
kg
の
高
濃
縮

ウ
ラ
ン
を
含
む
核
爆
弾
六
発
を
所
持
し
て

い
ま
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
二
月
、
最
後
の

白
人
大
統
領
デ
ク
ラ
ー
ク
が
、
核
兵
器
放
棄

の
決
定
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
マ
ン
デ
ラ

が
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
国
民

会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
等
が
合
法
化
さ
れ
た
直
後

の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
一
九
九
一

年
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
加
盟
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
核
廃
絶
へ
の
道
を
歩
み
、

核
武
装
国
の
核
抑
止
論
に
立
ち
向
か
っ
て

き
た
の
で
す
。
一
九
九
八
年
の
国
連
総
会
で

マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
は
次
の
よ
う
な
演
説

を
し
て
い
ま
す
。 

「
我
々
は
問
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
非

道
で
恐
ろ
し
い
大
量
破
壊
兵
器
を
拒
む
こ

と
な
く
、
そ
の
正
当
性
を
主
張
し
続
け
る

人
々
に
は
無
知
に
聞
こ
え
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
『
な
ぜ
そ
ん
な
も
の
が
必
要
な

の
か
』
と
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
冷
戦
時
代
の

惰
性
と
自
国
の
優
位
性
を
固
持
す
る
た
め

だ
け
の
核
兵
器
へ
の
執
着
が
結
果
的
に
何

を
も
た
ら
す
の
か
、
満
足
の
い
く
形
で
合
理

的
に
説
明
す
る
こ
と
な
ど
誰
に
も
で
き
な

い
の
で
す
」。 

こ
う
し
て
南
ア
フ
リ
カ
は
、
二
〇
一
二
年

以
降
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
人
道
的
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
と
る
中
核
的
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
核
兵
器
を
禁
止
す
る
国
連
条
約
を

求
め
る
運
動
へ
と
発
展
し
、
二
〇
一
七
年
の

核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
南
ア
フ

リ
カ
は
、
核
放
棄
に
よ
っ
て
核
不
拡
散
問
題

に
関
す
る
世
界
的
な
発
言
力
を
確
保
し
た

わ
け
で
す
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
に
は

さ
ら
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
「
各
国
が
安

心
し
て
武
装
解
除
し
、
そ
れ
を
継
続
で
き
る

よ
う
な
適
切
な
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ
と

の
重
要
性
」
を
示
し
て
い
ま
す
。 

(
h

ttp
s://tw

itte
r.co

m
/n

u
cle

a
rb

a
n

_
jp
 

二
〇
一
九
年
二
月
二
五
日
） 

 

こ
の
点
は
、
国
連
の
場
に
お
い
て
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日
、 

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
に
お
け
る
マ
ン
デ
ラ
生

誕
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
た
「
ネ
ル
ソ
ン
・

マ
ン
デ
ラ
平
和
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
け
る
政
治 

宣
言
は
、
次
の
よ
う
に
国
家
、
政
府
の
長
、 

代
表
の
決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

（
１
）
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
の
謙

遜
・
寛
容
・
慈
悲
の
資
質
、
彼
の
価
値
観
及

び
慈
悲
の
献
身
に
敬
意
を
表
す
。（
２
） 

公

正
、
平
和
、
豊
か
で
、
包
摂
的
か
つ
公
平
な

世
界
を
構
築
す
る
た
め
の
努
力
を
倍
増
す

る
こ
と
及
び
相
互
尊
重
、
寛
容
、
理
解
及
び

和
解
を
示
す
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。（
３
） 

紛
争
は
予
防
外
交
よ
り
も
あ
ら
ゆ
る
面
に

お
い
て
損
失
が
大
き
い
と
い
う
議
論
の
余

地
の
な
い
事
実
を
認
識
す
る
。（
４
） 

紛
争

予
防
、
根
本
原
因
へ
の
対
処
、
法
の
支
配
の

強
化
を
通
じ
て
、
「
平
和
の
持
続
」
へ
の
包

括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

（
５
） 

核
兵
器
計
画
を
一
方
的
に
廃
棄
し

た
南
ア
フ
リ
カ
が
示
し
た
例
を
歓
迎
し
、
核

兵
器
廃
絶
を
支
持
し
た
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ

ラ
氏
の
確
固
た
る
願
い
を
想
起
す
る
。 

 

マ
ン
デ
ラ
と
オ
バ
マ 

 

二
人
の
黒
人
大
統
領 

オ
バ
マ
と
マ
ン
デ
ラ
、
二
人
と
も
自
国
で

史
上
初
の
黒
人
大
統
領
に
就
任
し
て
い
ま

す
。
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
前
米
大
統
領
は
二
〇

一
八
年
七
月
一
七
日
、
南
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
ク
で
の
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
講

演
で
世
界
の
人
々
と
り
わ
け
若
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

 

希
望
を
失
わ
な
い
こ
と
、
信
じ
続
け
る
こ 

国連ビル・非暴力の象徴 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%99%E3%83%AB%E5%B9%B3%E5%92%8C%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%99%E3%83%AB%E5%B9%B3%E5%92%8C%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A2%AB%E7%88%86%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%87%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%AC%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E6%8B%A1%E6%95%A3%E9%98%B2%E6%AD%A2%E6%9D%A1%E7%B4%84
https://twitter.com/nuclearban_jp
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と
、
前
進
し
続
け
る
こ
と
、
築
き
続
け
る
こ

と
、
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
。
世
代
は
皆
そ

れ
ぞ
れ
世
界
を
刷
新
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
て
い
る
、
と
。 

「
マ
ン
デ
ラ
氏
は
、
若
者
た
ち
が
目
覚
め
れ

ば
、
圧
制
の
塔
を
打
ち
倒
し
自
由
の
旗
を
掲

げ
る
力
が
あ
る
と
言
っ
た
」
と
オ
バ
マ
は
指

摘
し
、
「
今
こ
そ
目
覚
め
る
と
き
だ
」
と
講

演
を
聞
い
て
い
る
若
者
た
ち
に
「
情
熱
を
燃

や
す
」
よ
う
呼
び
か
け
た
の
で
す
。 

最
後
に
、
マ
ン
デ
ラ
の
言
葉
を
も
う
一
つ

紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

「
も
し
、
あ
な
た
が
敵
と
平
和
を
築
き
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
そ
の
敵
と
一
緒
に

話
し
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
か

ら
、
敵
は
あ
な
た
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
」 

 

日
本
国
憲
法
の
前
文
も
、
日
本
国
民
が
、

「
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨

禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」

と
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義

に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保

持
し
よ
う
と
」
決
意
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
全

世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
免
か
れ
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
」

す
な
わ
ち
平
和
的
生
存
権
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
と
南
ア

フ
リ
カ
、
そ
し
て
「
非
核
の
政
府
を
求
め
る

会
」
は
、
非
暴
力
と
国
家
に
よ
る
暴
力
の
否 

定
＝
非
戦
、
人
間
観
を
共
有
し
て
い
る
の
で 

す
。 今

こ
そ
、
南
ア
フ
リ
カ
の
経
験
を
活
か
し
、

日
本
国
憲
法
を
世
界
に
広
め
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
し
、
核
廃
絶
へ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
よ
う
安
倍
政
権
に
迫
る
、

「
非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
」
の
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

 

                      

    

 

三
月
二
四
日
（
日
）
午
前
一
〇
時
か
ら
ホ

テ
ル
金
沢
に
お
い
て
「
沖
縄
を
め
ぐ
る
現
状

と
歴
史
を
知
る
」
と
題
し
、
仲
里
尚
実
先
生

（
沖
縄
県
保
険
医
協
会
会
長
）
と
瀬
長
和
男

さ
ん
（
沖
縄
県
統
一
連
事
務
局
長
）
の
お
二

人
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
石
川
県
保
険

医
協
会
総
会
記
念
講
演
を
開
催
し
た
。
参
加

者
数
は
八
〇
人
で
あ
っ
た
。 

 

     

 

沖
縄
を
め
ぐ
る
課
題
と
歴
史 

 

石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
二
〇
一
七
年

一
一
月
に
有
志
に
よ
る
辺
野
古
見
学
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
際
に
今
回
の
講
師

の
お
二
人
と
お
会
い
し
た
。
仲
里
先
生
の
講

演
は
、
第
二
次
大
戦
前
の
沖
縄
の
歴
史
か
ら

説
明
が
始
ま
っ
た
。
大
戦
で
沖
縄
は
日
本
国

の
捨
て
石
に
さ
れ
、
米
軍
に
侵
略
さ
れ
る
一

方
、
日
本
軍
か
ら
も
虐
殺
や
集
団
自
決
を
さ

せ
ら
れ
大
変
な
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
。
戦
後

も
、
本
土
各
地
に
あ
っ
た
米
軍
基
地
が
住
民

闘
争
（
内
灘
闘
争
を
含
む
）
に
よ
っ
て
基
地

を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
、

米
軍
の
施
政
権
下
に
あ
っ
た
沖
縄
に
集
め

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
今
の
沖
縄
本
島
の
一

八
・
四
％
が
米
軍
基
地
と
な
っ
た
の
だ
が
、

全
国
の
わ
ず
か
〇
・
六
％
し
か
な
い
小
さ
な

◇
講
演
要
旨
◇ 

沖
縄
を
め
ぐ
る
現
状
と
歴
史
を
知
る 

 
      -

--
 

医
師
と
運
動
最
前
線
の
立
場
か
ら-

-
- 

講師の仲里尚実さん 

非核の政府を求める石川の会第 31回総会 ご案内 

〇日 時  2019年 6月 2日（日）10：00～12：00 

〇会 場  金沢市文化ホール ３階第５会議室（金沢市高岡町） 

〇第１部   記念講演「日米安全保障体制と日米地位協定」 

       講師  五十嵐正博（本会代表世話人・神戸大学名誉教授） 

〇第２部   総会議事 

（注）今年の総会に個人会員会費の改定と永年会員制度の新設を提案します。 

 ①個人会員会費の改定:印刷・発送費の負担増のため 1,500円 ⇒ 2,000円 

②永年会員制度:80歳以上の会員は申請にもとづき、会費納入を免除します。 
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県
土
に
、
全
国
の
米
軍
基
地
の
七
〇
％
が
存

在
す
る
と
い
う
極
め
て
歪
な
構
造
が
出
来

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

一
方
、
戦
後
の
沖
縄
の
日
常
で
も
基
地
が

あ
る
が
故
に
起
こ
る
様
々
な
問
題
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。
殺
人
、
強
盗
、
強
姦
、
交

通
事
故
、
航
空
機
墜
落
、
騒
音
、
多
数
の
不

発
弾
処
理
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ

ど
で
、
平
和
で
安
全
に
人
間
ら
し
く
生
き
る

権
利
が
侵
害
さ
れ
て
き
た
の
だ
。 

 

 

辺
野
古
新
基
地
を
め
ぐ
る 

運
動
の
現
状
と
展
望 

 

瀬
長
和
男
さ
ん
は
辺
野
古
の
新
基
地
建

設
に
反
対
す
る
運
動
を
進
め
る
責
任
者
の

一
人
で
あ
り
、
一
昨
年
公
開
さ
れ
た
映
画

「
米
軍
が
最
も
恐
れ
た
男
～
そ
の
名
は
カ

メ
ジ
ロ
ー
」
の
主
人
公
で
あ
る
故
瀬
長
亀
次

郎
（
元
衆
議
院
議
員
）
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
で

あ
る
。 

瀬
長
さ
ん
か
ら
は
、
二
〇
一
〇
年
の
名
護

市
長
選
の
勝
利
と
そ
の
後
の
翁
長
雄
志
知

事
の
誕
生
、
現
在
の
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
の
誕

生
な
ど
、
保
守
系
と
革
新
系
が
力
を
合
わ
せ

た
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
、

ま
た
、
青
年
層
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
を
使
っ
た
新
し
い

運
動
の
拡
が
り
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た

だ
い
た
。
辺
野
古
で
展
開
さ
れ
る
反
対
運
動

は
、
「
座
り
込
み
」
と
い
っ
た
徹
底
し
た
非

暴
力
の
た
た
か
い
で
あ
り
、
そ
れ
を
二
〇
〇

四
年
に
始
め
て
か
ら
毎
日
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
物
凄
い
こ
と
だ
と
思
う
。 

政
府
は
日
米
安
全
保
障
条
約
を
盾
に
し 

て
、
沖
縄
の
民
意
を
聞
こ
う
と
し
な
い
態
度

を
続
け
て
い
る
が
、
米
国
へ
の
忖
度
は
度
が

過
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

瀬
長
さ
ん

の
最
後
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、
「
米
軍
基
地
の

集
中
す
る
沖
縄
だ
が
、
日
本
が
真
の
独
立
国

と
な
れ
ば
、
沖
縄
問
題
は
解
決
す
る
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
正
に
沖
縄
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
日
本
全
体
の
問
題
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
突
き
付
け
ら
れ
た
問
題
な
の

だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
質
疑
応
答

で
も
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
予
定
し
て
い

た
二
時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
大
変
有
意
義

な
講
演
会
と
な
っ
た
。 

 
 

（
保
険
医
協
会
理
事 

齊
藤
典
才
） 

 

 

 

講師の瀬長和男さん 

「金は一年 土地は万年」のむしろ旗を掲げた闘い 
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歴
史
を
刻
み
希
望
を
託
し
た 

Ｃ
Ｄ
「
平
和
の
子
ら
」
に
寄
せ
て 

 

石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会 

 
 

会
長 
西
本
多
美
子 

 

  

一
九
四
五
年
八
月
六
日
広
島･

続
い
て
九

日
長
崎
に
人
類
史
上
初
め
て
の
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
二
つ
の
街
は
消
滅
し
ま
し

た
。
二
〇
数
万
人
の
市
民
が
理
由
も
な
く
殺

傷
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
日
生
き
延
び
た
者
も

放
射
線
の
影
響
で
苦
し
み
続
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
残
虐
非
道
な
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

一
九
九
八
年
八
月
九
日
、
長
年
の
念
願
だ

っ
た
原
爆
碑
「
平
和
の
子
ら
」
ブ
ロ
ン
ズ
像

を
金
沢
市
卯
辰
山
に
建
立
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
除
幕
式
に
は
県
内
か
ら
多
く 

Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
B

6
判
、
32
頁
）

の
表
紙
よ
り 

 

の
被
爆
者
が
か
け
つ
け
、
除
幕
の
綱
を
引
き

ま
し
た
。
頭
上
に
鶴
を
掲
げ
た
男
女
児
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
は
、
朝
日
を
浴
び
て
光
り
輝
い
て

い
ま
し
た
。 

 
「
こ
の
像
に
歌
が
欲
し
い
！
」
と
「
で
え

げ
っ
さ
あ
」
の
方
に
歌
作
り
を
お
願
い
し
ま

し
た
ら
、
何
と
翌
年
〝
反
核
・
平
和
お
り
づ

る
市
民
の
つ
ど
い
〟
で
「
平
和
の
子
ら
」
の

歌
が
お
披
露
目
さ
れ
た
の
で
す
。
被
爆
者
の

心
が
深
く
表
現
さ
れ
た
歌
詞
。
明
る
い
軽
快

な
テ
ン
ポ
の
曲
。
何
と
素
敵
な
歌
な
ん
で
し

ょ
う
。
感
動
で
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。 

♪
私
た
ち
は
も
う
長
く
は
な
い
か
ら
と
♪ 

♪
歴
史
を
刻
み
希
望
を
託
し
た
・
・
・
♪ 

 

こ
の
歌
の
通
り
、
像
を
完
成
さ
せ
た
と

き
、
一
八
四
人
い
た
県
内
被
爆
者
が
二
〇
年

後
の
現
在
、
七
六
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
残
さ
れ
た
時
間
が
短
い
。
こ
の
歌
を
後

世
に
残
し
た
い
！
あ
ち
こ
ち
の
学
校
で
歌

わ
れ
て
い
る
こ
の
歌
を
Ｃ
Ｄ
に
し
て
広
め

た
い
！
Ｃ
Ｄ
を
全
て
の
学
校
に
寄
付
し
た

い
！
心
か
ら
の
願
い
で
す
。 

 

核
廃
絶
ま
で
歌
声
よ
、
響
け 

い
し
か
わ
県
民
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

金
森
俊
朗 

 

 

こ
の
Ｃ
Ｄ
を
手
に
取
っ
た
あ
な
た
が
、
子

ど
も
た
ち
に
こ
の
「
平
和
の
子
ら
」
を
紹
介

し
、
共
に
高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
る
こ
と
を
切

に
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
「
平
和
の
子
ら
」

と
は
、
ま
ず
こ
の
Ｃ
Ｄ
を
広
げ
る
こ
と
を
企

画
し
た
代
表
者
。
西
本
多
美
子
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
西
本
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
石
川
県

原
爆
被
災
者
友
の
会
の
中
心
的
存
在
と
し

て
長
年
活
動
し
て
き
た
岩
佐
幹
三
さ
ん(

現

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
顧
問)

で

す
。 こ

の
お
二
人
を
中
心
に
県
内
の
反
核
平

和
の
運
動
を
牽
引
し
「
平
和
の
子
ら
」
を
卯

辰
山
に
建
立
し
て
き
た
人
々
が
第
二
代
の

「
平
和
の
子
ら
」
で
し
ょ
う
。
初
代
は
ま
さ

し
く
佐
々
木
禎
子
さ
ん
と
像
の
建
立
に
取

り
組
ん
だ
全
国
の
中
学
生
た
ち
で
す
。
そ
の

第
二
代
の
「
平
和
の
子
ら
」
が
朗
読
劇
「
こ

の
子
た
ち
の
夏
」
、
さ
ら
に
梅
原
司
平
さ
ん

の
「
折
り
鶴
」
な
ど
の
演
劇
・
観
劇
・
鑑
賞

運
動
や
合
唱
に
参
加
し
た
人
々
で
し
ょ
う
。 

そ
う
す
る
と
こ
れ
か
ら
歌
う
今
の
子
ど

も
た
ち
は
、
第
四
代
に
な
り
ま
す
。
第
二
代

の
多
く
が
亡
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
「
も
う

長
く
は
な
い
か
ら
と
歴
史
を
刻
み
、
希
望
を

託
し
た
」
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
の
三
代
四

代
が
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し
、
核
兵
器

の
廃
絶
を
担
う
人
々
で
す
。
歌
い
あ
げ
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
被
爆
者
一
人
ひ
と
り
の

証
言
を
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
最
後
の

「
平
和
の
子
ら
」
で
す
。
核
廃
絶
ま
で
歌
声

よ
、
響
け
!! 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

◎
音
楽
Ｃ
Ｄ
「
平
和
の
子
ら
」
は
六
月
に
完

成
予
定
で
、
県
内
全
て
の
小
学
校
（
二
〇
八

校
）
に
寄
贈
し
、
平
和
教
育
に
役
立
て
て
も

ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

                  

Ｃ
Ｄ
「
平
和
の
子
ら
」
制
作
委
員
会
⑵ 

 

石川発、反核・平和の願い 

ＣＤ「平和の子ら」制作・普及にご協力を！ 

制作協力金(1 口 2,000 円)はＣＤ制作費と石

川県内の全ての小学校に寄贈する費用に充

てられます。また、1 口につき 1 枚のＣＤを協

力者に贈呈します。 

     ＣＤ「平和の子ら」制作委員会 

     代表 金森俊朗・西本多美子 

連絡先／09023748784 川崎正美 

 

ＣＤレーベルの「平和の子

ら」文字は金森俊朗氏 
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石
川
９
条
お
ん
が
く
隊
が 

五
・
三
憲
法
集
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル 

中
村
昭
一 

 

 

憲
法
記
念
日
に
開
か
れ
る
平
和
憲
法
施

行
七
二
周
年
記
念
石
川
県
民
集
会
。
そ
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
に
〝
石
川
９
条
お
ん
が

く
隊
〟
が
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
一  

三
日
に
金
沢
市
民
芸
術
村
に
て
公
開
リ
ハ

ー
サ
ル
が
行
わ
れ
、
出
演
予
定
者
や
裏
方
な 

ど
約
五
〇
人
が
約
三
時
間
、
熱
心
に
練
習
と

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。 

内
容
は
、
紙
芝
居
部
に
よ
る
「
ま
ん
ま
る

ま
ん
ま
た
ん
た
か
た
ん
」
、
バ
ン
ド
部
に
よ

る
「
あ
の
日
の
授
業
」
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

に
よ
る
「
一
本
の
鉛
筆
」
、
合
唱
部
に
よ
る

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で
」
、
全
員
に
よ
る

「
平
和
の
道
」
。
司
会
は
お
爺
さ
ん
と
孫
に

扮
し
、
ウ
ィ
ッ
ト
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
進

行
と
な
り
そ
う
で
す
。 

今
年
の
憲
法
集
会
は
、
安
倍
九
条
改
憲
の 

  

ヤ
マ
場
の
前
と
な
る
た
め
殊
の
ほ
か
重
要

で
あ
り
、
そ
の
高
ま
る
緊
張
感
が
参
加
者
に

も
感
じ
ら
れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
と
な
り
ま
し 

た
。 本

番
は
、
観
客
が
着
席
す
る
前
の
時
間
帯

で
あ
り
困
難
な
条
件
下
で
す
が
、
熱
演
は
聴

衆
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
集
会
参

加
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

（
石
川
９
条
お
ん
が
く
隊
代
表
） 

                    

 

非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 

「
核
ゼ
ロ
の
・
・
」
川
柳 

岩
原
茂
明 

  

全
日
本
川
柳
協
会
が
、
そ
れ
こ
そ
日
本
全

国
か
ら
句
を
募
集
し
た
「
平
成
柳
多
留
第
二

一
集
」
の
一
次
選
者
と
し
て
、
私
は
約
二
六

七
〇
句
の
さ
ま
ざ
ま
な
句
か
ら
二
一
三
句

を
選
ん
だ
。 

 

そ
の
中
で
、
私
が
選
ん
だ
秀
句
三
句
の
ひ

と
つ
が 

「
核
ゼ
ロ
の
世
界
見
る
ま
で
生
き
て
や
る 

 
 

岩
佐
ダ
ン
吉
」 

そ
の
決
意
。 

実
は
私
も
廃
炉
ま
で
、
脱
原
発
の
行
動
に

参
加
し
て
い
る
か
ら
共
感
し
た
。 

 

選
者
に
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
句
を
吐
い
た

方
が
ど
な
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、

岩
佐
ダ
ン
吉
の
実
に
若
々
し
い
句
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

し
か
も
こ
の
句
は
第
二
次
選
者
た
ち
に

よ
っ
て
、
日
本
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞
を

受
賞
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
に
川
柳
界
の
か
つ
て
保
守
的
だ
っ

た
潮
流
と
核
ゼ
ロ
を
一
貫
し
て
主
張
し
て

き
た
潮
流
と
が
、
と
も
に
手
を
携
え
て
い
る

姿
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

そ
う
思
い
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

非
核
・ 

平
和
の
ひ
ろ
ば 

平和憲法施行 72 周年記念・石川県民集会 

日 時  5月 3日（金・休日）13：00／開場・受付 14：00／開会 

      13：30～ オープニング企画／石川 9 条おんがく隊 

           （紙芝居・シャンソン・バンド演奏・合唱） 

      14：00～  記念講演 「沖縄と憲法～沖縄からみた安倍政権」 

                      講師   普久原 均さん（琉球新報社編集局長） 

      16：30～ パレード（会場―広坂―片町―竪町広場） 

会 場  金沢歌劇座大ホール（金沢市下本多町）  参加費 500円 

主 催  安倍改憲 NO ! 市民アクション・いしかわ 

連絡先  石川県社会法律センター 電話 076－231－2110 

紙芝居を披露する安原昭二さ

ん 

「一本の鉛筆」を歌い上げ

る長谷川密さん 

「平和の道」を振り付け入りで全員合唱します 
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詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

平
成
三
十
年 

春
夏
秋
冬 

島
田
洋
子 

 

 

正
月
明
け
し
ん
し
ん
と
降
る
雪
に 

三
月
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
メ
モ
帳
に

記
す 

如
月
に
入
る
と
降
り
積
も
る
雪
、
雪 

翌
日 

翌
々
日 

そ
し
て
四
日
は
猛
吹
雪 

よ
も
す
が
ら
あ
き
ず
本
当
に
よ
く
降
る
こ

と あ
あ
―
も
う
白
い
雪
に
恐
怖
さ
え
覚
え
た

あ
の
時 

あ
れ
ほ
ど
待
っ
た
桜
の
花
も 

一
日
目
二
日
目
そ
の
後
、
風
の
よ
う
に 

散
り
さ
っ
て
し
ま
っ
た
春
で
し
た 

梅
雨
ら
し
い
雨
も
な
く 

季
節
感
の
な
い

ま
ま 

降
り
出
し
た
ら
止
ま
る
事
無
き 

各
地
で
豪
雨
、
又
豪
雨 

七
月
猛
暑
が
続
く
中 

友
人
か
ら
メ
ー
ル

が
届
き 

「
ど
う
し
て
る
―
元
気
し
て
い
る
―
暑
い

ネ
ェ
」 

「
本
当
に
暑
い 

何
と
か
生
命
つ
な
い
で

い
ま
す
―
」 

落
ち
着
く
間
も
な
く
押
し
寄
せ
る
自
然
災

害 

日
常
生
活
が
突
然
失
わ
れ
ゆ
く
現
実
が 

も
う
人
事
で
は
な
く
な
っ
た 

 

人
間
の
強
さ
と
弱
さ
無
力
さ
を
知
っ
た
平

成
三
十
年 

遅
咲
き
の
ア
サ
ガ
オ
が
色
鮮
や
か
に 

次
々
と
花
を
咲
か
せ
た
十
月 

年
が
明
け
る
と
、
新
元
号
に
変
り
ま
す 

 

春
夏
秋
冬
、
自
然
の
中
で 

花
や
緑
に
心
を
寄
せ
て
、
少
し
で
も 

穏
や
か
に
過
ご
せ
る
事
を
祈
り
ま
す 

 
犀
川
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

小 

洋 

 

犀
川
の
河
川
敷
に
桜
の
木
々
が
植
え
ら
れ

て
い
る 

冬
の
間
は
静
か
な
そ
れ
は
春
に
一
面
咲
き

誇
り 

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
る 

そ
の
桜
が
描
か
れ
た
一
枚
の
絵
が
あ
る 

春
、
快
晴
の
日
を
描
い
た
で
あ
ろ
う
そ
れ

は
、 

幼
き
日
の
記
憶
と
共
に
い
つ
で
も
私
に
勇

気
を
く
れ
る 

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、 

頑
張
れ
、
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
る 

そ
れ
は
、
今
、
病
と
戦
う
人
々
に 

勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
事
で

し
ょ
う
。 

今 

迷
っ
て
い
る
あ
な
た
の
前
に
も 

そ
の
桜
が
届
き
ま
す
よ
う
に
。 

 

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】 

◆
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
国
は 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
国
は
、
パ
ナ
マ

が
四
月
一
一
日
に
国
連
事
務
総
長
に
批
准

書
を
寄
託
し
、
二
三
か
国
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
日
本
の
原
子
力
発
電
所
の
現
状 

再
稼
働
九
基
、
設
置
変
更
許
可
六
基
、
新

規
制
基
準
審
査
中
一
二
基
、
未
申
請
九
基
、

廃
炉
二
四
基 

（
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
現
在
） 

 

編
集
室
か
ら 

◎
会
報
「
非
核
・
い
し
か
わ
」
は
次
号
で
二 

五
〇
号
発
刊
に
な
り
ま
す
。
本
会
編
集
部
で 

は
、
こ
の
記
念
企
画
と
し
て
二
〇
一
号
か
ら 

二
五
〇
号
ま
で
の
「
会
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
」 

と
コ
ラ
ム
欄
「
花
鳥
風
月
」
を
小
冊
子
に
ま 

と
め
て
、
六
月
発
行
の
予
定
で
す
。
同
書
に 

は
代
表
世
話
人
の
二
〇
一
九
年
年
頭
所
感 

や
論
稿
、
会
報
に
掲
載
し
た
絵
手
紙
五
〇
枚 

も
全
て
掲
載
し
ま
す
。
読
者
参
加
に
よ
る
機 

関
紙
づ
く
り
と
し
て
二
〇
一
二
年
二
月
号 

か
ら
開
始
し
た
「
会
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
」 

は
、
シ
リ
ー
ズ
掲
載
が
続
い
て
お
り
、
現
在 

八
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
会 

員
各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。（
か
） 

 

◎
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
連
日
「
平
成
最
後
の

○
○
」
の
見
出
し
が
踊
る
。
こ
れ
が
五
月
に

な
れ
ば
、
「
令
和
最
初
の
○
○
」
が
連
呼
さ

れ
る
。
こ
れ
に
迎
合
す
る
と
今
号
が
「
平
成

最
後
の
」
非
核
・
い
し
か
わ
で
あ
り
、
次
号

は
「
令
和
最
初
の
」
非
核
・
い
し
か
わ
と
な

る
わ
け
だ
。 

読
者
諸
氏
に
と
っ
て
、
平
成
は
ど
の
よ
う

な
時
代
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
初
期
に
は
ソ
連
崩

壊
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
国
内
外
情
勢
の
動
乱
。

終
期
に
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を
は
じ
め
と

し
た
新
た
な
運
動
の
成
果
も
生
ま
れ
た
が
、

こ
の
時
代
も
や
が
て
、
歴
史
と
し
て
次
世
代

の
人
々
へ
語
り
継
が
れ
る
。
さ
て
、
あ
な
た

は
そ
の
時
、
平
成
を
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
と

答
え
る
？ 

結
果
的
に
平
成
の
日
本
は
、
大
き
な
戦

争
・
紛
争
と
は
縁
の
な
い
平
和
の
う
ち
に
終

わ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
継
続
し
な
け
れ
ば
何

の
意
味
も
な
さ
な
い
。
平
成
だ
け
で
は
な
く
、

平
成
以
降
、
恒
久
的
な
平
和
国
家
を
造
る
こ

と
が
戦
争
の
被
害
者
で
あ
り
加
害
者
で
も

あ
る
日
本
の
進
む
べ
き
道
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
平
成
が
〝
戦
後
〟
に
な
る
か
、
〝
戦

前
〟
に
な
る
か
、
令
和
が
岐
路
に
な
る
。（
Ｏ
） 
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シ
リ
ー
ズ
石
川
の
地
域
点
描 

32 

 
 

  
 
 

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー 

中
西 

優 

  

 

四
月
に
入
り
、
街
が
色
で
あ
ふ
れ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
上
旬
の
桜
を
は
じ
め
、
下

旬
か
ら
は
ツ
ツ
ジ
や
フ
ジ
な
ど
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

四
月
と
言
え
ば
新
た
な
門
出
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
ご
入
学
や
進
学
、
新
た
な
職

場
で
の
出
発
と
節
目
を
迎
え
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

心
機
一
転
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

智
美 

 

 

                              

                              

 

月 日 曜 時 内　　容 会場

おーぷんはうす３０周年記念講演会と「不登校を体験した若者」トーク

　不登校の子どもが　「救われたと思った対応」　とは/石井志昴さん

1 水 9:30 第90回メーデー石川県中央集会 金沢市広坂・いしかわ四高記念公園

平和憲法施行72周年記念石川県民集会

　記念講演 「沖縄と憲法―沖縄からみた安倍政権」普久原均さん

原爆朗読劇 「夏の雲は忘れない」 を描いた

　ドキュメンタリー映画 「誰がために憲法はある」 上映時刻は１０時から

9 木　 12:30 核兵器廃絶６・９署名行動 金沢市武蔵町・エムザ前

11 土 15:00 医療・福祉問題研究会例会／田中純一さん 金沢市高岡町・松ヶ枝福祉会館1階

12 日 14:30 NPO法人未来塾・大人の学び講演会／古賀茂明さん 金沢市三社町・石川県女性センター・ホール

15 水 12:50 第91回怒りの昼デモ 金沢市広坂・四校記念公園教育会館前口

沖縄支援ツアー・瀬亀次郎長記念館・嘉手納基地・キャンプシュワブ・

　大浦湾グラスボートで視察・高江・現地の方の案内とヒアリング

25 土 14:20 きょうされん石川支部・映画会　「夜明け前] 金沢市三社町・石川県女性センター・ホール

26 日 13:30 石川県社会保障推進協議会・総会記念講演／二宮厚美さん 金沢市青草町・近江町交流プラザ4階集会室

29 水 12:50 第92回怒りの昼デモ 金沢市広坂・いしかわ四高記念公園教育会館前口

1 土 8:30 むぎわらぼうし志賀原発ツアー　「志賀原発の過去・今・未来」 詳細・連絡先　０９０－１３１２－３５１３

2 日 10:00 非核の政府を求める石川の会第31回総会・記念講演／五十嵐正博さん 金沢市高岡町・金沢市文化ホール３ 階

9 日 10:00 ２０１９年石川県母親大会　講演「地球温暖化―今すべきこと」尹与田昌慶さん 金沢市三社町・石川県女性センター・ホール

9 日 10:00 ２０１９年原水爆禁止国民平和大行進（能登コース）スタート ９日：輪島市、珠洲市 ～ １４日：内灘町

15 土 11:30 ２０１９年原水爆禁止国民平和大行進（富山ー広島コース）富山から引継ぐ １５日：津幡町 ～ ２４日：加賀市／福井に引き継ぐ

＊祝日は休日とします　＊毎週金曜日 18：30どいね原発アピール行動 金沢駅兼六園口　＊毎月15日石川県沖縄連帯デ― 12：00

4

5

6

金沢市香林坊・シネモンド

詳細・連絡先　０９０－２１２１－９７４１２０日（月）～２２日（水）

4日(土）～10日（金）

＊会報サポート会員を募集中です。年間購読料 1,500円(総会で変更予定）　郵便振替口座 №00760-0-15689

非核・平和の掲示板

27

3

土

金/休

13:30

13:30

金沢市西念・金沢勤労者プラザ

金沢市下本多町・金沢市歌劇座大ホール

浅野川沿いの主計町茶屋街 

夜桜が美しい金沢城 浅野川沿いの主計町茶屋街 


